
ルピナス通信ルピナス通信 No.126

コロナ 5 類移行 20 日協議　今春念頭、首相と関係閣僚　マスク着用見直しもコロナ 5 類移行 20 日協議　今春念頭、首相と関係閣僚　マスク着用見直しも

 ( 共同通信社 2023.1.19 配信 )( 共同通信社 2023.1.19 配信 )

★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けを巡り、岸田文雄首相と関係閣僚が 20 日、季節性イン新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けを巡り、岸田文雄首相と関係閣僚が 20 日、季節性イン

フルエンザと同等の「5 類」へ移行するかどうかを協議する。複数の政府関係者が 18 日、明らかにした。フルエンザと同等の「5 類」へ移行するかどうかを協議する。複数の政府関係者が 18 日、明らかにした。

政府は今春にも 5 類へ移行する方向で検討している。政府は今春にも 5 類へ移行する方向で検討している。

　協議には加藤勝信厚生労働相、後藤茂之経済再生担当相、松野博一官房長官らが出席し、　協議には加藤勝信厚生労働相、後藤茂之経済再生担当相、松野博一官房長官らが出席し、移行時期や屋移行時期や屋

内のマスク着用ルールを話し合う内のマスク着用ルールを話し合う。第８波で死者数が増えている現状分析や専門家の見解聴取を経た上。第８波で死者数が増えている現状分析や専門家の見解聴取を経た上

で移行を決める。で移行を決める。

　新型コロナは感染症法上、患者や濃厚接触者の行動制限など最も幅広い措置が可能な「新型インフル　新型コロナは感染症法上、患者や濃厚接触者の行動制限など最も幅広い措置が可能な「新型インフル

エンザ等感染症」に位置付けられている。全国的に急速にまん延し、国民の生命や健康に重大な影響を与エンザ等感染症」に位置付けられている。全国的に急速にまん延し、国民の生命や健康に重大な影響を与

える恐れがあることが要件だが、政府内には該当しないとの意見が強まっている。える恐れがあることが要件だが、政府内には該当しないとの意見が強まっている。

　屋内でのマスク着用は、移行に伴い、症状のある人などを除いて原則不要とする案が検討されている。　屋内でのマスク着用は、移行に伴い、症状のある人などを除いて原則不要とする案が検討されている。

政府は昨年 5 月に「基本的対処方針」を改定し、屋外は会話をしなければ原則不要とする一方で、屋内は政府は昨年 5 月に「基本的対処方針」を改定し、屋外は会話をしなければ原則不要とする一方で、屋内は

距離が確保でき会話をほとんどしない場合を除き着用を推奨していた。距離が確保でき会話をほとんどしない場合を除き着用を推奨していた。

　また移行すると原則、医療費などの自己負担が発生するが、経過措置として公費による負担は継続す　また移行すると原則、医療費などの自己負担が発生するが、経過措置として公費による負担は継続す

るとみられる。るとみられる。

　協議を踏まえ、首相は 23 日、通常国会で施政方針演説に臨み、新型コロナ対策に言及する。　協議を踏まえ、首相は 23 日、通常国会で施政方針演説に臨み、新型コロナ対策に言及する。

　厚労省の専門家組織は 11 日、新型コロナの法的位置付けに関し「必要な準備を進めながら段階的に　厚労省の専門家組織は 11 日、新型コロナの法的位置付けに関し「必要な準備を進めながら段階的に

移行していくことが求められる」との見解を公表している。移行していくことが求められる」との見解を公表している。

認知症新薬、日本で申請　エーザイ「レカネマブ」　年内承認目指す認知症新薬、日本で申請　エーザイ「レカネマブ」　年内承認目指す
( 共同通信社 2023.1.16 配信 )( 共同通信社 2023.1.16 配信 )
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　製薬大手エーザイは 16 日、　製薬大手エーザイは 16 日、米バイオジェンと開発した認知症のアルツハイマー病新薬「レカネマブ」米バイオジェンと開発した認知症のアルツハイマー病新薬「レカネマブ」

の製造販売承認を厚生労働省に申請したの製造販売承認を厚生労働省に申請した。症状の進行を遅らせる効果を確認できたとしている。両社は。症状の進行を遅らせる効果を確認できたとしている。両社は

年内の承認を目指している。米食品医薬品局（FDA）は 6 日に迅速承認制度で承認している。年内の承認を目指している。米食品医薬品局（FDA）は 6 日に迅速承認制度で承認している。

　進行を抑える働きがある認知症薬は、承認されれば国内で初めて。認知症の 6 ～ 7 割程度を占めるア　進行を抑える働きがある認知症薬は、承認されれば国内で初めて。認知症の 6 ～ 7 割程度を占めるア

ルツハイマー病の早期患者が対象。同病の前段階である軽度認知障害（MCI）の後期患者も含まれる。ルツハイマー病の早期患者が対象。同病の前段階である軽度認知障害（MCI）の後期患者も含まれる。

　アルツハイマー病の原因とされる脳内に蓄積したタンパク質「アミロイドベータ」にくっついて除去　アルツハイマー病の原因とされる脳内に蓄積したタンパク質「アミロイドベータ」にくっついて除去

する仕組み。体重に応じた量を 2 週間に 1 回、点滴した臨床試験では、する仕組み。体重に応じた量を 2 週間に 1 回、点滴した臨床試験では、1 年半後に症状の悪化を偽薬投1 年半後に症状の悪化を偽薬投

与群と比べ 27％抑制する効果が確認された与群と比べ 27％抑制する効果が確認された。

　脳画像では偽薬群よりも多い 12 ～ 17％に副作用とみられる脳浮腫や脳出血が発生。ほとんどは症　脳画像では偽薬群よりも多い 12 ～ 17％に副作用とみられる脳浮腫や脳出血が発生。ほとんどは症

状のない軽いものだが、脳梗塞などの治療に使われる抗凝固薬を併用すると脳出血のリスクが高まるこ状のない軽いものだが、脳梗塞などの治療に使われる抗凝固薬を併用すると脳出血のリスクが高まるこ

とが報告されている。とが報告されている。

　エーザイは米国での標準的な価格を年 2 万 6500 ドル（約 340 万円）に設定。日本でも高額が予想さ　エーザイは米国での標準的な価格を年 2 万 6500 ドル（約 340 万円）に設定。日本でも高額が予想さ

れる。医療財政を圧迫する懸念の声に対し同社は、薬で病気の進行を遅らせることで、家族が介護に費やれる。医療財政を圧迫する懸念の声に対し同社は、薬で病気の進行を遅らせることで、家族が介護に費や

す時間が減るなどの社会還元ができると強調している。す時間が減るなどの社会還元ができると強調している。

　両社は先行して同じ仕組みの薬「アデュカヌマブ」を開発し、厚労省に承認を申請したが、同省専門部　両社は先行して同じ仕組みの薬「アデュカヌマブ」を開発し、厚労省に承認を申請したが、同省専門部

会は 2021 年 12 月、有効性を明確に判断するのが困難として承認を見送った。会は 2021 年 12 月、有効性を明確に判断するのが困難として承認を見送った。

　※アルツハイマー病の薬　　　　※アルツハイマー病の薬　　　日本では脳の神経伝達物質を増やして症状を一時的に緩和する対症日本では脳の神経伝達物質を増やして症状を一時的に緩和する対症

療法薬が承認されている。これに対し、レカネマブは、脳にタンパク質「アミロイドベータ」が異常に蓄積療法薬が承認されている。これに対し、レカネマブは、脳にタンパク質「アミロイドベータ」が異常に蓄積

することが病気の原因と考え、これを除去する仕組みの抗体薬で、実用化されれば原因に直接働きかけすることが病気の原因と考え、これを除去する仕組みの抗体薬で、実用化されれば原因に直接働きかけ

る初めての薬となる。る初めての薬となる。臨床試験で症状の進行を遅らせる効果が確認された。将来的には進行を止めたり、臨床試験で症状の進行を遅らせる効果が確認された。将来的には進行を止めたり、

認知機能を元の状態に戻したりする薬の登場が期待されている。認知機能を元の状態に戻したりする薬の登場が期待されている。


